(R3.3版)

【任意後見監督人選任に関する任意後見人への説明資料】

	任意後見監督人の選任について
監督人の住所氏名　　同封の審判書謄本のとおり
監督人の電話番号　　　　　　　　　　　　　　　


千葉家庭裁判所家事部後見係

同封の審判書謄本のとおり，任意後見監督人を選任する旨の審判がなされました。
※　この説明書では，特段の断りがない限り，任意後見監督人を「監督人」と，任意後見人を「後見人」と略記しています。
１　監督人の主な職務
監督人の主な職務は，次のとおりです。
(1)　後見人の事務を監督すること
(2)　急迫の事情がある場合に必要な処分をすること
(3)　後見人と本人が利益相反する場合に本人を代表すること
(4)  後見人に後見事務の報告を求めたり，本人の財産状況等を調査すること
(5)  後見人の解任を請求すること
２　後見人が行う事務
　後見人は，監督人の指示に従い，後見事務の状況を監督人に報告する必要があります。①新規に監督人が選任された場合と，②途中で監督人が交代した場合とに分けて，次のとおり対応してください。

①　新規に監督人が選任された場合
　　　　後見人は，「任意後見人のしおり」を参照して，以下の書類を作成し，
令和　　　年　　　月　　　日までに監督人へ提出してください（※１，２）。
　ア　後見等事務報告書（初回報告）
　　　イ　財産目録（初回報告用）
　　　ウ　収支予定表（初回報告用）
　　　エ　後見等事務報告書（初回報告）の添付資料

②　途中で監督人が交代した場合
後見人は，以下の書類を，別途監督人が定める期限までに，監督人へ提出してください。
ア　前の監督人に提出した直近の財産目録の写し
イ　上記の財産目録の添付資料の写し（預貯金通帳の写しなど）
ウ　その他財産に関する資料
なお，直近の財産目録を作成した以降，本人の財産額や財産構成が変動している場合は，監督人から，最新の財産目録の作成を指示される場合があります。その場合は，監督人の指示に従ってください（※１，２）。
　
※１　「任意後見人のしおり」，後見事務報告書等の各種様式は，千葉家庭裁判所ホームページに掲載していますので，御利用ください。
※２　財産目録や財産関係資料は，付与されている代理権の範囲で作成・準備してください。
３　監督人に対する後見事務の報告等
(1)　監督人に対する後見事務の報告
監督人は，後見人に対し，随時，後見事務の状況について報告を求めたり，場合によっては，監督人自ら本人の財産状況を調査するなどの方法により，監督を行います。監督人から後見人に対し，報告を求める時期（回数）や報告内容（提出書類）について連絡（打合せ）がありますので，その指示に従って，後見事務の状況を監督人に報告してください。
(2)  次のような場合は，取り決めた報告の時期にかかわらず，速やかに監督人に連絡し，指示や助言を受けてください。
ア　本人の住所地（入所施設）を変更しようとする場合

イ　後見人が住所を変更する場合

ウ　本人の健康状態（判断能力）が大きく変化した場合

エ　後見事務の処理について，不明な点や判断できないことがある場合

オ　本人が高額な臨時収入を得た場合

カ　本人の財産から高額な支出をしようとする場合
キ　本人の居住用不動産を後見人が処分（譲渡，賃貸，賃貸借の解除，抵当権設定等）しようとする場合

ク　キ以外の不動産，有価証券，生命保険等の財産を後見人が処分（売却，解約）しようとする場合

ケ　後見人と本人が利益相反する取引（契約）をしようとする場合

コ　本人が死亡した場合

　(3)　後見人が監督人に報告（提出）する内容（資料）

　　　後見人が監督人に報告（提出）する内容（資料）は，本人の生活状況，財産・収支状況を踏まえて，監督人の判断によりますが，年１回の定期報告の時期（後記(4)参照）においては，少なくとも，裁判所が定める次に掲げる書類を監督人に提出してください（※３～６）。
ア　後見等事務報告書（定期報告）
イ　財産目録（定期報告用）
ウ　過去１年分の預貯金通帳の写し（通帳の表紙とその裏面部分も含む。）
エ　最新の有価証券取引残高報告書の写し（保有している場合のみ）
オ　本人の住所を変更した場合は，異動後の住民票や施設入手契約書の写しなど
カ　過去１年以内に定期収支の状況が大きく変動している場合は，収支予定表（定期報告用）及び定期の収支が大きく変動したことが確認できる資料
キ　過去１年以内に１０万円を超える収入・支出がある場合は，当該収支に関する資料（領収書等）
ク　過去１年以内に本人以外の者のために本人の財産を支出した場合は，その必要性を示す資料

ケ　過去１年以内に不動産に関する財産関係に変動があった場合は，保有する不動産に関する最新の固定資産評価証明書又は納税通知書等の写し

コ　過去１年以内に保険に関する財産関係に変動があった場合は，保有する保険に関する最新の保険証券の写し
サ　過去１年以内に債権・負債に変動があった場合は，最新の債権・負債に関する明細書の写し

　※３　定期報告の時期は，監督人に確認してください。
※４　上記ア，イ，カの書式は「任意後見人のしおり」を参照してください。
※５　監督人の判断により，提出資料が追加される場合があります。

※６　財産目録や財産関係資料は，付与されている代理権の範囲で作成・準備してください。
(4)　監督人から裁判所への報告（定期報告）
監督人は，後見人から提出された前記(3)の書類を審査し，結果を取りまとめて，毎年１回，一定の期限までに，裁判所へ報告します（定期報告）。裁判所は，監督人から提出された書類の内容を審査し，必要があると認めるときは，監督人を通じて，後見人に対し，追加資料の提出を求めることがあります。
　
４　後見事務費等
　　後見人が後見事務を遂行するために必要な費用を支出した場合及び監督人が監督事務を遂行するために必要な費用を支出した場合は，いずれも本人の財産の中からその償還を受けることができます。後見（監督）事務費の支出や精算方法については，事前に監督人と打合せを行うなどして，適切に対応してください。
　
５　監督人に対する報酬
  裁判所は，本人の資力その他の事情により，本人の財産の中から，相当な報酬を監督人に付与することができます。
ただし，報酬を付与する旨の審判がなされるまでは，監督人は，本人の財産から報酬を受領することはできません。

本件に関するお問い合わせ

　〒260-0013　千葉市中央区中央４－１１－２７

　　　　　　　千葉家庭裁判所家事部後見係

　　　　　　　電話番号　043-333-5321,5322,5323,5411（直通）
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